
逢
見
会
長
代
行
の

　連
合
の

「
政
策
・
制
度

　要
求
と
提
言
」

その七

な
政
策
を
策
定
し
て
い
る
流
れ
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
私
は
こ
れ
を
「
タ
レ
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

焼
鳥
屋
に
は
、
店
ご
と
に
秘
伝
の
タ
レ
が
あ
る

の
で
す
が
、
そ
の
タ
レ
は
継
ぎ
足
し
継
ぎ
足
し

し
な
が
ら
作
っ
て
い
き
ま
す
。
変
わ
ら
な
い
味

の
よ
う
で
す
が
、
長
い
年
月
を
経
て
微
妙
に
味

が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
基
本
の
と
こ
ろ
は
変

え
ず
に
、
少
し
ず
つ
変
化
さ
せ
て
い
く
と
い
う

意
味
で
「
タ
レ
」
と
名
付
け
た
の
で
す
。
手
創
り
、

シ
メ
、
タ
レ
が
政
策
づ
く
り
の
3
要
素
と
い
う

わ
け
で
す
。

「
政
策
・
制
度
要
求
」の
策
定
と

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

政
策
・
制
度
要
求
は
通
年
の
も
の
で
す
が
、

始
ま
り
は
、
連
合
大
会
の
翌
年
（
中
間
年
）
秋

で
す
。
前
年
の
「
結
論
と
動
向
」
を
参
照
し
な

が
ら
、
前
年
よ
り
進
ん
だ
も
の
、
継
続
し
て
取

り
組
む
も
の
を
精
査
し
、
構
成
組
織
に
も
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
な
が
ら
新
年
度
の
政
策
策
定
作

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
主
体
は
「
政
策

委
員
会
」
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
総
論
的

な
議
論
が
行
わ
れ
、
テ
ー
マ
別
に
、
経
済
政
策
、

環
境
・
社
会
政
策
、
福
祉
・
社
会
保
障
政
策
の

3
小
委
員
会
で
議
論
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
・

労
働
政
策
、
男
女
平
等
政
策
、
国
際
政
策
な

ど
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
委
員
会
で
議
論
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
内
容
が
固
め
ら
れ
、
3
月
の
中
央

執
行
委
員
会
（
中
執
）
で
「
原
案
」
が
提
示
さ

住
宅
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
婦
人
政
策
、
行
政

改
革
、
産
業
政
策
な
ど
に
分
野
を
広
げ
て
い
き

ま
し
た
。
私
も
駆
け
出
し
の
頃
か
ら
、
政
推
会

議
の
部
会
の
議
論
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

当
時
事
務
局
長
で
あ
っ
た
山
田
精
吾
氏
は
、

政
策
立
案
に
あ
た
っ
て
3
つ
の
こ
と
を
繰
り
返

し
言
わ
れ
ま
し
た
。
1
つ
は
、
手
創
り
の
政
策

で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
は
ど
こ
か
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

に
丸
投
げ
す
る
の
で
な
く
、
自
分
で
調
べ
、
自

分
の
手
で
政
策
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

2
つ
め
は
、
結
果
ま
で
追
い
求
め
る
こ
と
。
こ

れ
を
毎
年
、
記
録
に
し
て
残
す
こ
と
。
私
は
こ

れ
を
「
シ
メ
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
締
め
く

く
り
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、「
結
論
と
動
向
」

と
い
う
、政
策
資
料
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

3
つ
め
は
、「
結
論
と
動
向
」
を
踏
ま
え
て
、
毎

年
、
ロ
ー
リ
ン
グ
し
な
が
ら
次
年
度
の
「
政
策
・

制
度　

要
求
と
提
言
」
を
作
成
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
現
在
は
、「
要
求
と
提
言
」
は
2
年
ご

と
と
な
り
、
中
間
年
は
「
重
点
政
策
」
で
対
応

し
て
い
ま
す
が
、
ロ
ー
リ
ン
グ
し
な
が
ら
新
た

構
成
す
る
「
連
合 

政
策
・
制
度
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
集
う
議
員
と
の
意
見
交
換
、立
憲
民
主
党
、

国
民
民
主
党
へ
の
意
見
反
映
が
主
な
活
動
で
す
。

予
算
成
立
後
は
、
予
算
関
連
法
案
、
非
予
算
関

連
法
案
な
ど
の
順
に
法
案
審
議
が
行
わ
れ
ま
す
。

連
合
は
、
重
点
政
策
に
掲
げ
た
法
案
の
審
議
状

況
を
注
視
し
な
が
ら
、意
見
を
述
べ
て
い
き
ま
す
。

国
会
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
予
算
委
員
会
で

の
公
聴
会
や
、
委
員
会
で
参
考
人
と
し
て
連
合

の
意
見
を
述
べ
、
議
員
か
ら
の
質
問
に
答
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
通
常
国
会
は
会
期
1
5
0

日
な
の
で
、
6
月
中
下
旬
に
は
会
期
を
終
え
ま

す
が
、
年
に
よ
っ
て
は
会
期
が
延
長
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
、
会
期
末
ま
で
気
を
抜
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
通
常
国
会
で
継
続
審
議
と
な
り
、

秋
の
臨
時
国
会
に
持
ち
越
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
一
応
、
通
常
国
会
の
終
了
を
1
年
の

締
め
く
く
り
と
し
て
、
シ
メ
の
作
業
す
な
わ
ち
、

「
結
論
と
動
向
」の
策
定
作
業
に
入
り
ま
す
。「
結

論
と
動
向
」
は
毎
年
秋
に
取
り
ま
と
め
、
公
表

し
て
い
ま
す
。

政
策
・
制
度
要
求
と
関
連
し
て
、
総
理
大
臣

と
の
「
政
労
会
見
」
も
行
わ
れ
ま
す
。
安
倍
首

相
は
、
政
策
要
請
で
は
な
く
、
テ
ー
マ
を
設
定

せ
ず
自
由
に
意
見
交
換
し
た
い
と
の
考
え
な
の

で
、
官
邸
へ
の
政
策
要
請
は
菅
官
房
長
官
に
対

し
て
行
い
、
そ
れ
と
は
別
に
、
安
倍
首
相
と
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
連
合
は
、
こ
れ
を

事
実
上
の「
政
労
会
見
」
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

高
梨
昌
先
生
が
呼
び
か
け
た

労
働
組
合
の「
力
と
政
策
」

信
州
大
学
教
授
で
職
業
安
定
審
議
会
会
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
政
府
の
雇
用
政
策
の
策
定
に

も
関
与
さ
れ
た
高
梨
昌
氏
が
、
1
9
7
0
年
代

の
職
業
安
定
審
議
会
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述

懐
さ
れ
て
い
ま
す
。「
当
時
の
状
況
を
端
的
に
言

え
ば
、
組
合
に
は
、
政
策
論
に
つ
い
て
の
知
識

が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
失
業
保
険
法
を
雇
用
保
険

法
に
変
え
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
政
策
効
果
が

出
て
く
る
の
か
、政
策
手
段
の
適
合
性
は
ど
う
か
、

と
い
っ
た
議
論
な
ど
で
き
ず
に
、
た
だ
力
づ
く

で
賛
成
、
反
対
を
唱
え
る
。
こ
う
い
う
姿
勢
な

ん
で
す
」。

高
梨
氏
は
1
9
7
5
年
に
「
労
働
問
題
研
究

会
」
を
設
立
、『
季
刊　

現
代
の
労
働
』
を
発
刊

し
、
労
働
組
合
の
「
力
と
政
策
」
を
呼
び
か
け

ま
す
。
そ
の
意
味
は
、
一
つ
は
労
働
組
合
の
政

策
の
立
案
能
力
を
高
め
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、

組
織
を
統
一
し
て
対
話
集
団
を
作
る
こ
と
で
し

た
。『
季
刊　

現
代
の
労
働
』
の
各
号
で
、
各
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
や
産
別
の
代
表
的
な
人
を

座
談
会
に
呼
び
、
政
策
を
め
ぐ
っ
て
対
話
で
き

る
集
団
を
作
ろ
う
と
働
き
か
け
ま
し
た
。
こ
の

時
期
、日
本
経
済
は
石
油
危
機
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
、

不
況
に
陥
り
、
雇
用
問
題
も
発
生
し
て
、
民
間

労
組
の
中
で
、
政
策
・
制
度
課
題
の
重
要
性
に

対
す
る
認
識
が
強
ま
っ
て
い
る
頃
で
し
た
。
私

は
90
年
代
初
頭
か
ら
2
0
1
1
年
に
お
亡
く
な

り
に
な
る
直
前
ま
で
、
高
梨
先
生
か
ら
雇
用
・

労
働
政
策
の
こ
と
を
教
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

政
策
づ
く
り
の
３
要
素
は

「
手
創
り
・
シ
メ
・
タ
レ
」

1
9
7
6
年
政
策
推
進
労
組
会
議
（
政
推
会

議
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
政
推
会
議
は
、
そ

の
名
の
と
お
り
、
政
策
・
制
度
要
求
の
実
現
の

た
め
に
民
間
労
組
が
共
同
行
動
す
る
こ
と
を
目

的
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
す
。
当
初
は
、
経
済

政
策
、
雇
用
、
物
価
、
税
制
の
4
本
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
や
が
て
、
年
金・医
療
、
土
地・

れ
、
組
織
討
議
に
付
さ
れ
、
5
月
に
は
「
政
策
・

制
度
中
央
討
論
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

こ
で
の
議
論
を
経
て
、
中
執
で
決
定
し
た
も
の

が
、
6
月
の
中
央
委
員
会
で
正
式
決
定
さ
れ
ま

す
。
同
時
に
そ
の
年
に
重
点
的
に
取
り
組
む「
重

点
政
策
」
も
確
認
し
ま
す
。

政
府
は
、
毎
年
6
月
に
次
年
度
の
政
策
や
予

算
編
成
の
骨
格
と
な
る
「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
」（
骨
太
方
針
）
を
閣
議
決
定
し

ま
す
。
こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
各
省
は
、
次
年
度

の
政
策
や
予
算
の
策
定
作
業
に
入
り
ま
す
。
そ

こ
で
6
月
の
中
央
委
員
会
決
定
前
に
、
中
執
確

認
を
経
た
段
階
か
ら
、
政
府
・
政
党
へ
の
「
政

策
要
請
」
に
入
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
秋
以

降
は
、
次
年
度
に
提
出
す
る
予
定
の
改
正
法
案

な
ど
の
審
議
会
が
始
ま
り
ま
す
。
連
合
か
ら
選

出
さ
れ
た
委
員
は
、
連
合
の
「
政
策
・
制
度　

要
求
と
提
言
」
に
基
づ
い
て
発
言
し
ま
す
。
年

末
に
は
、
次
年
度
の
政
府
予
算
案
や
税
制
改
正

大
綱
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
連
合
は
、
財

政
制
度
等
審
議
会
、
税
制
調
査
会
な
ど
の
審
議

会
、
対
政
府
・
政
党
要
請
な
ど
で
の
意
見
反
映

に
努
め
て
い
ま
す
。
1
月
に
通
常
国
会
が
召
集

さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
は
予
算
案
や
重
点
政

策
課
題
の
、
国
会
で
の
行
動
に
な
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、野
党
へ
の
働
き
か
け
が
多
く
な
り
ま
す
。

2
0
1
7
年
ま
で
は
、
民
主
党
（
民
進
党
）
を

中
心
に
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
野
党
が

分
裂
し
た
た
め
、
現
在
は
、
連
合
推
薦
議
員
で

行不由徑（ゆくにこみちによらず）とは、論語にある言葉で、「裏道や小道などを通ら
ず、常に正道を行く」という意味。本コラムでは、これまでの連合運動を振り返りなが
ら次の時代を考え、連合が歩むべき正道とは何かを逢見会長代行が語ります。
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